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のサステナビリティ目 次 CEOサステナビリティ

メッセージ

SUBARUグループを取り巻く状況

現在、自動車業界は100年に一度の大変革期と言われる転換点を迎えています。加えて、地政学リスクや主要国のインフレ、そしてSUBARUグ
ループにとって重要な市場である米国の政権交代など、自動車業界やSUBARUグループにとってだけでなく、社会全体にとっても先行きの不透
明感が増している状況です。しかしこのような不確実な状況であるからこそ、ステークホルダーの皆様からのSUBARUグループに対する期待は
より一層高まっていると感じます。私たちは、SUBARUグループの事業の成長だけでなく、それを社会の持続可能性に結びつけていくために何
ができるのか、これまで以上に深く考え、独自の価値を示すことが求められる局面に立っています。

SUBARUグループの持続可能な成長と地域社会との関わり

SUBARUグループの成長と社会の持続可能な発展を結び付ける接点として、二つのことを重視しています。ひとつは「SUBARUとお客様との
絆」、もうひとつは「ひとつのSUBARU」です。

・SUBARUとお客様との絆

私はSUBARUとお客様の関係は、単なるメーカー・販売会社と消費者の関係を超えた特別なものだと感じています。その象徴的な例が、米国に
おけるSubaru of America, Inc.（SOA）の「Love Promise」です。Love PromiseとはSOAと全米のSUBARU販売特約店の活動のこと
で、慈善団体と連携し、環境保護や地域支援などの活動を展開しています。この活動の特徴は、お客様自身と販売店、そしてSUBARUの三者が
共に地域社会の課題に取り組めることです。例えば、お客様がSUBARU車を購入する際に、ご自身の関心に沿った慈善団体を選び、SUBARU
がその団体に寄付を行うという年に一度のキャンペーンを行っています。SUBARUは2025年の米フォーブス紙の「社会へ良い影響をもたらす
企業ランキング」で米国内3,000を超えるブランドの中、3位に選ばれました（2023年、2024年はともに2位）。この評価の理由のひとつとし
て、Love Promiseの活動を通じた全米各地の地域コミュニティへの貢献があると考えています。SUBARUグループは、まず自動車メーカーと
してお客様にSUBARU車をご愛顧いただくこと、そしてお客様とSUBARUの絆を社会の持続可能性につなげ、お客様の人生に寄り添った存在
になることを目指しています。また、これは日本国内でも同様です。国内で展開している販売特約店とSUBARUの取り組み「一つのいのちプロ
ジェクト」においても、今後はLove Promiseと同じくお客様とSUBARU、そして社会との接点になる活動に発展させたいと考えています。

・ひとつのSUBARU

もうひとつの柱が「ひとつのSUBARU」です。これは従業員や関係会社だけではなく、お取引先様も含めた全体での連携を意味します。その一
環として、私はこれまで社内の開発・製造などの組織の壁を取り払い、部署を越えた対話を活発化させてきました。さらにはお取引先様にもこの
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取り組みに加わっていただき、共に様々な検討を進めています。日本国内においては、SUBARU群馬製作所の近隣地域で多くのお取引先様が事
業を展開されています。この物理的な距離の近さは、私たちの強みであり、SUBARUグループが地域社会と密接に連携しながら、共に成長して
いくための基盤です。今後は、物流・販売も含めたサプライチェーン全体で連携を深め、持続的な成長の可能性を広げていきたいと考えていま
す。
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重点6領域：環境

重点テーマ SUBARUグループの取り組み 貢献するSDGs

気候変動の抑制
（ライフサイクル全体での

カーボンニュートラル達成を目指す）

電動車の車種拡充、特にBEV開発

燃費/電費向上

低炭素燃料の普及に向けた取り組み

設備の更新による省エネルギー

再生可能エネルギーの利用（オンサイト/オフサイト）

購入電力のカーボンニュートラル（証書の活用など）

サーキュラーエコノミー（循環経済）の実現
（資源の採掘/処分による環境負荷ゼロを目指す）

リサイクル配慮設計

資源の有効利用（再生樹脂/バイオマス/リサイクル材料の活用）

ゼロエミッションと再資源化の推進

使用済自動車の適正処理

自然との共生
（自然環境への影響実質ゼロを目指す）

環境関連法規制の遵守

排水の水質管理

植栽ガイドラインの活用

緑地の保全活動の推進

当領域を重要と考える理由

SUBARUは環境方針のなかで「大地と空と自然」をSUBARUのフィールドと定め、自然との共生を目指す取り組みへの注力を掲げました。
これは、自動車と航空宇宙事業を柱とするSUBARUの事業フィールドである「大地と空と自然」を大切に守っていきたいという思いを込めたものです。
豊かな「大地と空と自然」が広がる地球環境があってこそ、社会とSUBARUの持続性が可能になるという考えのもと、オールSUBARUで地球環境保護に取
り組んでいきます。
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https://www.subaru.co.jp/csr/tcfd/
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https://www.subaru.co.jp/products/recycle.html
http://www.asrrt.jp/service/results/index.html
























https://www.subaru.jp/project/hitotsunoinochi/about/?_ga=2.184728169.1533987364.1762414169-940603785.1762414168
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https://lrqa-sus.co.jp/
https://www.subaru.co.jp/csr/pdf/sup2.pdf
https://lrqa-sus.co.jp/
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https://www.subaru.co.jp/csr/pdf/supplier_01.pdf
https://jp-mirai.org/jp/activity/program/
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SUBARUでは、2025年4月より「カスタマーサービス本部」「部品用品本部」「品質保証本部」の3本部を統合し、「カスタマーファースト推進
本部」が発足しました。アフターサービス部門が一体となることで品質改善のスピードをさらに加速し、「お客様第一」を実現していきます。

※ FAST：Fast Act ion & Solut ion Team

品質改善体制

北米品質改善チーム「FAST」の体制
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https://www.subaru.jp/safety/eyesight/?_ga=2.147567991.1533987364.1762414169-940603785.1762414168




https://www.subaru.jp/safety/?_ga=2.147567991.1533987364.1762414169-940603785.1762414168
https://www.subaru.jp/safety/?_ga=2.115061319.1533987364.1762414169-940603785.1762414168
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https://www.subaru.co.jp/csr/pdf/woman.pdf








https://www.subaru.com/about/corporate-responsibility/diversity-equity-inclusion-and-belonging.html






























https://www.subaru.co.jp/csr/pdf/next_generation.pdf




















https://www.subaru.com/support/customer-support.html










https://www.subaru.jp/transcare/?_ga=2.117702217.1533987364.1762414169-940603785.1762414168












https://www.subaru.co.jp/csr/pdf/supplier_01.pdf
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https://jp-mirai.org/jp/activity/program/




https://www.subaru.co.jp/csr/pdf/gre2.pdf
https://www.subaru.co.jp/csr/pdf/gre4.pdf
























https://www.subaru.co.jp/ir/library/pdf/Ir/Ir2025j.pdf#page=12
https://www.subaru.com/our-commitment/love-promise.html


https://ourimpact.subaru.com/our-community/subaru-loves-pets
https://ourimpact.subaru.com/our-community/subaru-loves-to-help
https://ourimpact.subaru.com/our-community/subaru-loves-the-earth
https://ourimpact.subaru.com/our-community/subaru-loves-to-care
https://ourimpact.subaru.com/our-community/subaru-loves-learning
https://www.subaru.jp/project/hitotsunoinochi/hito/?_ga=2.142760565.1533987364.1762414169-940603785.1762414168
https://www.subaru.jp/project/hitotsunoinochi/about/?_ga=2.88300891.1533987364.1762414169-940603785.1762414168
https://www.subaru.com/our-commitment/share-the-love.html


https://www.subaru.jp/project/hitotsunoinochi/shizen/?_ga=2.185096809.1533987364.1762414169-940603785.1762414168
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DET群馬 と群馬県の協力のもと、「障がいを理由とする差別解消の推進」
に関する研修を群馬製作所にて開催しました。地域の方々にもご参加いた
だき、障がいのある当事者の方々を講師に迎えて、日常生活や社会に存在
する「障害（バリア）」への気づきと、合理的配慮の在り方について学びま
した。
また、陸上競技部所属 パリパラリンピック銀メダリストの唐澤選手による
講演も行われ、共生社会の実現に向けた意識の向上を図りました。

※ 「障害平等研修（Disabi l i ty Equal i ty Train ing）」を群馬県内で推進する団体

研修の様子 参加者と一緒に集合写真

Subaru of Indiana Automotive, Inc.（SIA）は、1991年から毎年2回の献血活動を行っており、
2024年度は776ユニットの血液を寄付し約2,328人の命を救うことに貢献しました。SIAの従業員は
30年以上にわたり、インディアナ州内80カ所以上の病院に対し約18,000ユニットの血液を提供してい
ます。

献血を行う従業員

障害平等研修（DET：Disability Equality Training）の開催（群馬製作所）

寄付・ボランティア活動、その他〈海外〉

献血活動（Subaru of Indiana Automotive, Inc.）

各団体への寄付（North American Subaru, Inc.）

※

North American Subaru, Inc.は、ミシガン州の日本企業団体デトロイト日本商工会（JBSD）へ2020年度より継続的に寄付を実施してい
ます。これらの寄付金は、奨学金や文化活動へ使われています。さらに、2024年度はフィラデルフィア、プリンストン、インディアナ、ダラスの
日本語補習校にも寄付を行いました。これらの寄付は、子どもたちのより良い教育環境の整備と、地域社会の持続可能な発展を支援することを
目的としています。
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https://www.subaru.co.jp/outline/pdf/governance_guideline.pdf
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TCFD対照表
SUBARU CORPORATION 
サステナビリティWeb 2025

SUBARUグループ
のサステナビリティ目 次 付 録

ロンドン証券取引所グループ（LSEG）の一企業であるFTSE Russel lが開発した株価指数で
す。GPIF（年金積立金管理運用独立行政法人）が採用する、ESG投資のための株式指数の一つ
で、SUBARUは2020年度から6年連続で選定されています。

ロンドン証券取引所グループ（LSEG）の一企業であるFTSE Russel lが開発した株価指数で
す。各セクターにおいて相対的に、環境、社会、ガバナンス（ESG）の評価が高い企業のパフ
ォーマンスを反映し、セクター・ニュートラルとなるよう設計されています。GPIF（年金積立
金管理運用独立行政法人）が採用する、ESG投資のための株式指数の一つです。SUBARUは
2022年度から4年連続で選定されています。

日本市場の動向を示す代表的な株価指数であるTOPIXをユニバースとし、環境情報の開示状
況、炭素効率性（売上高当たり炭素排出量）の水準に着目して、構成銘柄のウエイトを決定す
る指数です。GPIF（年金積立金管理運用独立行政法人）が採用する、ESG投資のための株式指
数の一つです。

モルガン・スタンレー・キャピタル・インターナショナル（MSCI）が開発したもので、企業の
環境、社会、ガバナンス（ESG）に関する取り組みを分析し、最上位ランクのAAAから最下位
ランクのCCCまで7段階で格付けしています。SUBARUはA評価を獲得しています。

社外からの評価

インデックスへの組み入れ

FTSE Blossom Japan Index

FTSE Blossom Japan Sector Relative Index

S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数

その他サステナビリティに関する評価

MSCI ESGレーティング

FTSE Blossom Index Series

FTSE Blossom Index Series

S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数

社外からの評価

｜　社外からの評価　｜　編集方針　｜
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https://cdp.net/ja


CEOサステナビリティ
メッセージ 環 境 社 会 ガバナンス GRI内容索引／

TCFD対照表
SUBARU CORPORATION 
サステナビリティWeb 2025

SUBARUグループ
のサステナビリティ目 次 付 録

編集方針

SUBARUグループ（株式会社SUBARUおよびすべての子会社）は、企業としての社会的責任を果たすことで社会から信頼される企業となり、持
続的な成長を目指すとともに、愉しく持続可能な社会の実現に貢献していきます。
本サステナビリティサイトでは、「SUBARUグローバルサステナビリティ方針」に基づき、SUBARUグループのサステナビリティの考え方や目
標、取り組みをご紹介し、お客様、株主の皆様、お取引先様・ビジネスパートナー、地域社会、従業員などのステークホルダーの皆様とコミュニ
ケーションを図り、取り組み内容をさらに向上させることを目的として編集しています。また、本サイトにおける、SUBARUの商品仕様・装備
に関する記述は、特記がない限り日本国内仕様について記載しています。

報告対象範囲

原則として、SUBARUグループ（株式会社SUBARUとすべての子会社）を対象としています。本サイト中の「SUBARUグループ」はSUBARU
グループを、「SUBARU」は株式会社SUBARU単独を、「関係会社」は自動車部門の販売特約店を含む国内子会社と海外子会社を、「グループ会
社」は自動車部門の販売特約店を除く国内子会社を指します。

報告対象期間

※ 本サイトにおける所属・役職などは、すべて取材当時のものです

参考としたガイドライン

発行時期

見通しに関する注意事項

原則として、2024年度（2024年4月1日～2025年3月31日）としていますが、一部、対象期間外の情報も掲載しています。・

GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード・

環境省「環境報告ガイドライン2018年版」・

TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）開示推奨項目・

前回発行　　　2024年9月・

今回発行　　　2025年9月・

次回発行予定　2026年9月・

編集方針

本サイトには、SUBARUグループの将来の見通し、計画、予測など様々な情報が含まれていますが、これらは過去の事実や制作時点で入手可能
な情報に基づいたものであり、将来の経済の動向、SUBARUグループを取り巻く事業環境などの要因により、見通しとは異なるものとなる可能
性があります。ご承知おきくださいますようお願いいたします。

｜　社外からの評価　｜　編集方針　｜
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指標と目標

推奨開示項目
該当箇所

サステナビリティWEB 統合レポート CDP2025

a) 自らの戦略とリスク管理プロセスに
即して、気候関連のリスクと機会を評価
するために用いる指標を開示する。

環境マネジメント

価値創造のための資本戦略 自然資
本 気候変動の抑制 CDP 7.52, 7.54,

7.54.1, 7.54.2
気候変動の抑制

b) Scope 1、Scope 2 及び、当ては
まる場合はScope 3 の温室効果ガス
（GHG）排出量と関連リスクについて
説明する。

環境マネジメント
価値創造のための資本戦略 自然資
本 気候変動の抑制

CDP 7.6, 7.7,
7.8, 7.8.1, 12.1,
12.1.1, 12.1.3,
12.3

気候変動の抑制

c) 気候関連リスクと機会を管理するた
めに用いる目標、及び目標に対する実績
を開示する。

環境マネジメント

価値創造のための資本戦略 自然資
本 気候変動の抑制

CDP 7.53,
7.53.1, 7.53.2,
7.53.4, 7.54,
7.54.1, 7.54.2

気候変動の抑制

「目標と実績」

「SUBARUグループのマテリアルフロー」

「指標と目標」

「取り組み・実績」
「戦略」

「リスクマネジメント」

「中長期目標（長期ビジョンとマイルストーン）」

「取り組み・実績」

「目標と実績」

「SUBARUグループのマテリアルフロー」
「戦略」

「シナリオ別に認識しているリスクと
機会を考慮した対応策の具体例」

「指標と目標」

「取り組み・実績」

「戦略」

「リスクマネジメント」

「中長期目標（長期ビジョンとマイルストーン）」

「取り組み・実績」

「目標と実績」

「SUBARUグループのマテリアルフロー」

「指標と目標」

「取り組み・実績」
「戦略」

「リスクマネジメント」

「中長期目標（長期ビジョンとマイルストーン）」

「取り組み・実績」
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